
令和４年度
香美町 認知症地域支援推進員活動報告
認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員： ６名

２ 認知症地域支援推進員の役割

報告者氏名:大西 珠代

令和4年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）

・認知症ネットワーク会議の運営
・医療（認知症疾患医療センター・かかりつけ医等）機関との連携：オレンジシート活用
・認知症初期集中支援チームにおける他職種間連携・調整
・ケアマネ支援（認知症のアセスメント力の向上・課題整理等の助言・提案）

医療・介護等との連携

・香美町オレンジロード（ケアパス）の普及活動
・認知症カフェでの本人支援・相談できる場の確保
・らく楽介護教室の企画・運営（認知症に関する介護負担の軽減のための教室）

本人・介護者支援

・認知症初期集中支援チームの企画・調整
・もの忘れ相談日の実施
・にこにこかえるネットワーク（SOSネット）活用による、地域連携の強化推進

相談支援・支援体制整備



目標 目標の具体案 事業名

Ⅰ）地域住民が認知症を正
しく理解し、見守り支える
人が増える

a)キャラバンメイトと認知症サポー
ターの養成

①認知症サポーター養成

②チームオレンジの活動支援

b)広報・行政放送・イベントの啓発
活動

③広報（いきいき通信）

c)地域講演会等 ④講演会・展示

Ⅱ）認知症の人と家族支援 d)認知症ケア従事者のスキルアップ ⑤事業所向け研修会

e)医療と介護、地域との連携 ⑥医療・認知症疾患センターとの連携

⑦グループホーム連絡会

⑧民生委員定例会での意見交換

f)早期からの相談支援体制づくり ⑨認知症施策ネットワーク会議

⑩もの忘れ相談日（月１回）

⑪認知症初期集中支援事業

⑫若年性認知症サポートブックの普及

⑬ケアパスの普及

Ⅲ）つながりを生かした
サービスや活動を住民がで
きる

g)認知症予防と生きがいづくり ⑭元気体操サークルの普及

h)認知症家族支援 ⑮認知症介護教室

⑯認知症カフェ

i)安心・安全への支援 ⑰にこにこかえるネットワーク
（香美町認知症SOSネットワーク事業）

【香美町】認知症施策全体図



令和4年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

標題 ⑤認知症の人本人の社会参加への支援
香美町で「本人のやりたい」を叶える支援のために

認知症地域支援推進員としての悩み・・・

初期集中支援チー
ムでMCI～軽度認
知症の方の支援方
法（居場所）がな

い

デイサービスにつ
ないでも、MCI～
軽度認知症の方の
利用が続かない

趣味はあるのに、
やめてしまった



• MCI～軽度認知症の方に適したサービス不足？

• できていたことに自信がなくなった

• 趣味活動ができる場所があれば、軽度認知症の方も社
会参加を楽しく実施できる！

• 初期集中支援対象者や相談者の中に

「編み物」が得意な方、何名か出会う

なぜ？

編み物、好きだけど、最近したくない・・・
作っても、あげる人もないし



「できた」と感じてもらいたい！

地域に既存
する

趣味活動の
情報収集

ボランティ
アへの声掛
け（チーム
オレンジ）

対象者への
声掛け

社協とケア
マネと協議

手しごとの
会開催

対象者：認知症かつ
①介護認定者のサービス未利用者
②総合事業対象者
③初期集中支援チーム対象者



手しごとの会（第一回：R5.3月）

当事者 ４名参加

ボランティア４名参加



子育て支援センターの
子どもへ プレゼント♡

・女の子にはヘアゴム

・男の子には名前入り
バッジ

贈呈式



• 最後に・・・

認知症地域支援推進員として、

「やりたい」けど「できない」という認知症ご本人の思い、葛藤・・・

⇒「誰かとなら、できる」と思ってもらいたい

地域とのつながりを作り、生きがいを感じて本人らしく生活ができるよう今後も支援し、

認知症でも、香美町で自信をもって笑顔で過ごしてほしい！

「手しごとの会」を通して・・・

• うつ傾向のある方に笑顔が見られたり、次回を楽しみにしてくださる声もあった。

• 地域とつながり、「誰かのために何かをする！」という思いがひきこもりがちな

方を動かし、達成感を感じることにつながった。

• 今後は、編み物だけでなく、参加者のニーズに合わせて木工や農作業、洋裁や調

理など、自分のやりたい「手しごと」が継続できる様に考えていきたい。


